
科目名 地域教育 (　Community-based Cooperative Training　)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

科目の到達
目標レベル

（１）「ものづくり」に関わる教室を企画して実施することができる。
（２）修得した知識･技術を活用し，教材や資料等を作成することができる。
（３）科学技術に関わる事柄を，分かり易く説明することができる。
（４）集団をまとめ，指導力を発揮することができる。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

30 時間

担　当　教　員 【常勤】　助教　徳永敦士　准教授　春山和男　講師　伊藤直樹　准教授　三留規誉　助教　中岡伊織

学　習　到　達　目　標

第４／５学年 全学科 履修 1 単位 選択 実習 通年

到達目標
①

「ものづくり」に関わる教
室について，すべて自ら
企画をして実施すること
ができる。

「ものづくり」に関わる教
室について，8割の内容
を企画をして実施するこ
とができる。

「ものづくり」に関わる教
室で指導教員が企画し
た内容について補助を
受けながら実施すること
ができる。

「ものづくり」に関わる教
室を企画もしくは実施す
ることができない。

到達目標
②

修得した知識･技術を活
用し，過去に作成された
教材を自ら収集し同様な
教材や資料等を作成す
ることができる。

修得した知識･技術を活
用し，過去に作成された
教材を自ら収集し同様な
教材や資料等を8割以上
作成することができる。

教員から提示された過
去に作成された教材を
参考にしながら，同様な
教材や資料等を作成す
ることができる。

教員から提示された過
去に作成された教材を
参考にしながら，教材や
資料等を作成することが
できない。

到達目標
③

科学技術に関わる事柄
を，8割以上の小学生も
しくは中学生が理解でき
るように分かり易く説明
することができる。

科学技術に関わる事柄
を，7割以上の小学生も
しくは中学生が理解でき
るように分かり易く説明
することができる。

科学技術に関わる事柄
を，5割以上の小学生も
しくは中学生が理解でき
るように分かり易く説明
することができる。

科学技術に関わる事柄
を，すべての中学生もし
くは小学生に説明するこ
とができない。

到達目標
④

8割以上の小学生もしく
は中学生をまとめ，指導
力を発揮できる。

7割以上の小学生もしく
は中学生をまとめ，指導
力を発揮できる。

5割以上の小学生もしく
は中学生をまとめ，指導
力を発揮できる。

すべての小学生もしくは
中学生をまとめ，指導力
を発揮することができな
い。

学習・教育到達目標 （D)③ JABEE基準１（２） MESC：(d)-(4)，　B：（e),(d)-(1)

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

企画書 地域教育報告書
報告会ま
たは面接

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 10 50 35 5 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

○ ○ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○

汎用的技能
【情報収集･活用･発信力】

◎ ◎ ◎

態度・志向性(人間力)
【リーダーシップ】

○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標

本科目を履修する学生は，複数名か
らなる「ものづくり」教室班を編制
し，機械，電気･電子，ロボット，情
報･通信，化学，バイオ，環境，デザ
イン等の科学技術の領域から１つの
テーマを提案し，地域の小･中学生を
対象とした「ものづくり」教室を企
画する。

「ものづくり」に関わる教室を企画すること
ができる。

補助教材等

学　習　上　の　留　意　点

1)本科目の履修時間は，事前教育，教室の実施及び事後教育についての合計が３０時間以上とする。
2)本科目を履修する学生は，本校教員の指導のもとで実施し，別途定める以下の書類を提出する。履修前に，指導教員と
相談の上，①地域教育履修願いを提出する。履修後，②地域教育履修記録，③地域教育報告書，④地域教育単位認定願
を１２月末日までに提出する。地域教育報告書には，教材，資料，児童･生徒へのアンケート調査結果等，参考となる書類
を添付する。なお，上記書式は本校ホームページ／在校生向けページよりダウンロードする。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

活動成果を報告書にまとめる。
活動成果について発表会もしくは面
接を実施する。

活動成果を期限内に報告書を提出し、内容に
ついて説明することができる。

総　学　習　時　間　数 30 時間

修得した知識･技術を活用し，教材や
資料等を作成する。

修得した知識･技術を活用し，教材や資料等を
作成することができる。

企画した「ものづくり」教室を実施
する。

「ものづくり」に関わる教室を実施すること
ができる。


